
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 37 回日本臨床モニター学会総会 

開催趣意書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 期 ： 2026 年 4 月 11 日（土）～12 日（日） 

会 場 ： ホテル日航奈良 

会 長 ： 川口 昌彦 

奈良県立医科大学麻酔科学教室 教授 

 

 

 

 



 

ごあいさつ 
 

 

謹啓  

 

日本臨床モニター学会（Japan Association for Clinical Monitoring: JACM）は、医療現場での

モニター開発と普及、臨床モニターを通じた医療の安全性と質の向上を目的として 1990 年に発足し

て以来、35 年を迎える歴史ある学術団体となっております。 

このたび、第 37 回日本臨床モニター学会総会会長にご推挙いだき、2026 年 4 月 11 日（土）～12

日（日）の２日間、奈良市にある日航ホテル奈良にて本会を開催させていただくこととなりました。

このような機会を与えていただいたことは大変光栄なことと存じており、関係者の方々に深く感謝

申し上げます。 

 本学会では、大会テーマを「Clinical Monitoring & Sustainability」とさせて頂きました。医師

の働き方改革や多職種連携が進む中、非侵襲的・非接触・自動化されたモニタリングシステムと統

合されたデータによる未来予測、データに基づいた遠隔診療など次世代のモニタリングシステムに

移行することは現在の医療体制の継続には必須の要件になっています。医師と多職種による良好な

チーム医療に加えて、進化した医療機器や情報機器、データサイエンスとの協働が求められていま

す。本学会では、多種多様な臨床モニターに関する最新の知識を高めると同時に、モニターそのも

のの魅力と可能性について熱い議論できればと考えております。 

 本学会は様々な専門領域の医師、歯科医師、薬剤師、看護師、臨床工学技士、研究者、企業関係

者等、職種を超えた情報交換の場になればと期待しております。臨床におけるモニターの新知見の

ご発表などに加えて、企業の皆様による新技術のご発表なども歓迎いたします。 

本来、会議の諸費用は、参加費をもって賄うべきですが、昨今の経済事情をご賢察の上、本学会

運営のために、また本分野の研究推進のためにご協賛・ご支援を賜りたく、お願い申し上げます。

本来ならば参上し拝眉の上お願いすべきことではございますが、本書面をもちましてご高配賜りま

すよう、衷心よりお願い申し上げます。 

末筆ながら、貴社のますますのご発展をお祈り申し上げます。 

 

謹白 

 

2025 年 1 月吉日 

 

第 37 回日本臨床モニター学会総会  

川口 昌彦 

奈良県立医科大学麻酔科学教室 教授 

 



 

第 37 回日本臨床モニター学会総会 

【開催概要】 

 

1. 学会名称 

第 37 回日本臨床モニター学会総会 

 

2. 会期 

2026 年 4 月 11 日（土）～12 日（日） 

 

3. 会場 

ホテル日航奈良 

〒630-8122 奈良県奈良市三条本町 8-1 

 

4.会長 

川口 昌彦 

奈良県立医科大学麻酔科学教室 教授 

 

5. 参加予定者数 

約 450 名 

 

6. プログラム（予定） 

特別講演、ランチョンセミナー、共催シンポジウム、共催セミナー、一般演題、 

奥秋記念賞受賞講演、企業セッション 

 

7. 第 37 回日本臨床モニター学会総会 運営事務局 

〒553-0003 大阪市福島区福島 3-1-55-1801 株式会社 GLEAM 内 

E-mail: 37jacm@glm-p.com     

TEL.06-4798-2078 FAX.06-4798-2078    



 

【収支予算書】 

 収入の部

金額

1 参加費 ¥2,750,000

医師（会員） 8,000         ×200名 1,600,000       

医師（非会員） 10,000       ×50名 500,000          

医師以外のメディカルスタッフ 3,000         ×50名 150,000           

企業展示出展料 10,000       ×50名 500,000          

2 懇親会費 ¥240,000

参加費 2,000 ×120名 240,000

3 共催セミナー費 ¥7,480,000

ランチョンセミナー 880,000 ×２社 1,760,000

ランチョンセミナー 880,000 ×２社 1,760,000

共催シンポジウム 440,000 ×2社 880,000

共催シンポジウム 220,000 ×6社 1,320,000

共催セミナー 440,000 ×2社 880,000

共催セミナー 440,000 ×2社 880,000

4 企業展示出展費 ¥2,640,000

1スペース 176,000 ×15社 2,640,000

5 プログラム・抄録集 広告費 ¥1,397,000

表2 121,000 ×1社 121,000

表3 121,000 ×1社 121,000

表4 165,000 ×1社 165,000

後付け1頁 88,000 ×５社 440,000

後付け１/2頁 55,000 ×10社 550,000

6 ホームページバナー広告 ¥220,000

バナー 110,000 ×２社 220,000

7 賛助金 ¥1,275,000

775,000

500,000

¥16,002,000

支出の部

金額

1 準備費 ¥2,850,000

200,000

1,400,000

300,000

150,000

350,000

250,000

200,000

2 当日運営費 ¥12,302,000

会場、設備、ポスターパネル、看板 6,200,000

映像機材費、備品費 2,600,000

講師招聘費 500,000

当日運営、スタッフ手配費 550,000

懇親会費 1,800,000

運営諸経費 652,000

3 事後処理費 ¥300,000

4 事務委託費 ¥550,000

¥16,002,000合計（1-4）

日本臨床モニター学会総会 補助金

ホームページ作成費

通信、運搬費

項目

寄付金

事務費、雑費

抄録集作成費

一般演題受付費

参加登録受付費

合計（1-7）

費目

印刷関係費（ポスター、封筒、参加証 他）


